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（
一
部
抜
粋
）

【
町
民
福
祉
課
】

五
月
二
十
七
日
、
宿
字
翁
台
の

国
道
一
〇
七
号
で
交
通
死
亡
事
故
が

発
生
。

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑
】

東
光
苑
の
入
退
所
者
は
そ
れ
ぞ

れ
六
人
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
延
べ

利
用
者
数
は
四
千
二
百
九
人
、
一
日

の
平
均
利
用
者
数
は
十
一
・
五
人
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
延
べ
利
用
者
数
は

五
千
百
八
十
三
人
、
一
日
の
平
均
利

用
者
数
は
十
六
・
八
人
。

【
総
務
課
】

●
自
治
会
長
研
修

五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月
一
日

ま
で
一
泊
二
日
で
実
施
。
自
治
会
長

四
十
七
人
が
参
加
。

●
旧
役
場
庁
舎
の
解
体
工
事

五
月
二
十
一
日
に
入
札
。
八
月

三
十
日
ま
で
に
は
解
体
さ
れ
る
予

定
。

●
自
治
会
館
改
修

当
初
予
算
計
上
五
カ
所
分
の
補

助
金
交
付
を
決
定
。
ま
た
、
今
議
会

で
六
カ
所
の
自
治
会
館
分
を
補
正
計

上
。

【
企
画
課
】

●
合
併
協
議
会

議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の

取
扱
い
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り

平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
在

任
す
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
。

農
業
委
員
の
定
数
及

び
任
期
の
取
扱
い
に
つ

い
て
も
、
在
任
特
例
を

適
用
。
選
挙
に
よ
る
委

員
の
う
ち
八
十
人
は
平

成
十
七
年
七
月
三
十
一

日
ま
で
在
任
。
新
市
の

委
員
定
数
は
三
十
人

で
、
現
市
町
に
選
挙
区

を
設
け
る
。

字
の
区
域
及
び
名
称

の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
大
字
の
前

に
「
東
由
利
」
を
つ
け

る
こ
と
と
す
る
。

協
議
会
事
務
局
員
を

併
任
す
る
形
で
四
月
十

二
日
、
由
利
本
荘
市
準
備
会
を
設

置
。

●
黄
桜
ま
つ
り

観
桜
会
期
間
は
四
月
二
十
八
日

か
ら
五
月
九
日
、
イ
ベ
ン
ト
日
は
五

月
八
日
と
九
日
に
設
定
。
イ
ベ
ン
ト

日
は
黄
桜
と
八
重
桜
の
見
頃
と
な

り
、
二
日
間
の
入
り
込
み
客
は
延
べ

二
万
八
千
人
。

●
八
塩
い
こ
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場四

月
三
十
日
に
オ
ー
プ
ン
。
昨

年
増
設
し
た
十
八
ホ
ー
ル
は
芝
の
養

生
中
で
、
六
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
予

定
。

●
東
京
東
由
利
会
、
秋
田
・
東
由

利
を
語
る
会

五
月
十
六
日
に
東
京
東
由
利
会

総
会
、
同
二
十
一
日
に
秋
田
・
東
由

利
を
語
る
会
に
出
席
し
、
町
の
近
況

を
報
告
。

●
町
民
写
真
集

本
町
は
今
年
で
合
併
五
十
年
、

町
政
施
行
三
十
周
年
。
ま
た
、
今
年

は
東
由
利
町
と
し
て
最
後
の
年
。
こ

の
た
め
、
記
念
事
業
と
し
て
町
民
写

真
集
の
刊
行
を
計
画
し
、
五
月
十
五

日
か
ら
六
十
一
自
治
会
の
写
真
撮
影

を
開
始
。
閉
町
前
に
記
念
誌
と
あ
わ

せ
て
全
戸
配
布
し
た
い
。

【
建
設
課
】

●
国
道
一
〇
七
号

板
戸
第
二
工
区
は
、
昨
年
度
分

繰
越
工
事
と
し
て
山
腹
上
部
の
排
土

工
と
明
暗
渠
工
を
施
行
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ま
も
な
く
立
木
伐
採

が
始
ま
る
予
定
。

板
戸
第
三
工
区
は
、
用
地
買

収
・
建
物
補
償
等
の
契
約
も
順
調
に

進
捗
。
現
在
は
昨
年
度
繰
越
分
の
橋

梁
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
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東
光
苑
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
増
床

議
会
６
月
定
例
会

町
議
会
六
月
定
例
会
が
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
十

六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
東
光
苑
増
改
築
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
増
床
工

事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
、
六
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
以

下
、
可
決
さ
れ
た
議
案
、
町
長
の
行
政
報
告
、
一
般
質
問
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▲賑わいをみせた黄桜まつり



度
分
は
引
き
続
き
橋
梁
工
事
や
河
川

の
堀
回
し
工
事
が
進
め
ら
れ
る
予

定
。

●
神
岡
南
外
東
由
利
線

昨
年
十
月
に
路
盤
工
・
舗
装
工

ま
で
の
工
事
を
発
注
。
お
盆
前
の
開

通
を
期
待
し
て
い
る
。
以
前
よ
り
要

望
し
て
き
た
野
田
地
内
の
急
カ
ー
ブ

の
改
修
も
、
岩
舘
バ
イ
パ
ス
に
引
き

続
き
本
年
度
中
に
路
線
調
査
に
着
手

す
る
予
定
。

●
仁
賀
保
矢
島
舘
合
線

昨
年
度
繰
越
分
は
東
由
利
管
内

の
峠
の
未
舗
装
部
分
に
着
手
し
、
路

盤
工
を
施
工
し
て
い
る
が
、
矢
島
地

内
の
工
事
と
の
関
係
で
路
盤
検
査
待

ち
。

●
横
手
東
由
利
線

笹
倉
ト
ン
ネ
ル
手
前
の
雪
崩
対

策
、
落
石
防
止
の
工
事
が
昨
年
度
か

ら
本
格
的
に
行
わ
れ
、
一
部
が
今
年

度
に
繰
越
。

●
国
道
三
九
八
号

四
カ
所
の
待
避
所
設
置
工
事
が

完
了
。
引
き
続
き
本
格
改
良
を
要
望

し
て
い
く
。

●
羽
後
向
田
舘
合
線

羽
後
町
側
は
昨
年
度
予
算
で
用

地
買
収
済
み
。
本
町
側
も
改
良
計
画

を
早
期
に
樹
立
す
る
よ
う
に
引
き
続

き
強
く
要
望
し
て
い
く
。

●
楢
渕
横
渡
線

黒
沢
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、

用
地
測
量
、用
地
買
収
な
ど
に
入
り
、

平
成
十
八
年
度
ま
で
の
三
カ
年
計
画

で
進
め
る
。全
体
事
業
費
は
五
億
円
。

大
型
車
両
が
通
行
可
能
な
大
き
さ
ま

で
改
良
さ
れ
る
。

●
か
じ
沢
（
時
雨
山
）
通
常
砂
防

工
事新

規
採
択
さ
れ
、
全
体
事
業
費

は
二
億
円
。
今
年
度
は
三
千
万
円
で

測
量
調
査
と
用
地
買
収
を
計
画
。

●
町
道
新
田
線

今
年
度
は
四
千
万
円
の
事
業
費

で
路
線
測
量
、
詳
細
設
計
、
用
地
測

量
を
進
め
、
用
地
買
収
ま
で
を
予

定
。

●
西
ノ
浜
線

お
盆
頃
ま
で
の
完
成
を
目
指
す
。

ま
た
、
野
田
会
館
へ
の
道
路
や
新
町

四
号
線
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
も
予
算
・

用
地
の
準
備
が
整
い

次
第
に
進
め
て
い
き

た
い
。

●
林
道
蒲
台
線

今
年
度
の
事
業
費

は
五
千
万
円
。

●
林
道
土
場
沢
線

事
業
費
四
千
万
円

で
引
き
続
き
舗
装
改

築
工
事
を
進
め
、
平

成
十
八
年
度
の
完
成

を
予
定
し
て
い
る
。

●
林
道
石
塚
線

八
千
万
円
で
小

倉
・
上
里
双
方
向
か

ら
の
改
築
、
一
千
二

百
万
円
で
小
倉
側
の
舗
装
打
ち
換
え

を
計
画
し
て
い
る
。

●
災
害

融
雪
災
害
二
十
一
カ
所
の
採
択

を
目
指
し
、
約
一
億
円
を
申
請
。

●
水
道
事
業

下
水
道
工
事
に
併
せ
て
、
桂

台
・
岩
舘
地
区
を
工
事
。
水
道
単
独

で
は
蔵
地
内
及
び
須
郷
田
・
舘
合
地

内
の
給
水
管
切
替
工
事
を
予
定
。

●
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

桂
台
、
野
田
、
岩
舘
地
内
を
施

工
予
定
。
一
部
供
用
を
開
始
し
て
お

り
、
六
月
一
日
現
在
で
十
三
戸
の
申

込
が
あ
り
、
九
戸
が
接
続
使
用
し
て

い
る
。

老
方
・
舘
合
処
理
区
は
昨
年
度

末
の
加
入
状
況
が
戸
数
割
合
で
五

四
・
四
�
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

平
成
十
四
年
度
ま
で
に
七
戸
終

了
。
昨
年
度
の
計
画
数
六
戸
が
完
了

し
、
十
三
戸
に
。

【
産
業
課
】

●
水
稲

四
月
以
降
は
気
温
が
下
が
り
、

季
節
は
ず
れ
の
降
雪
も
あ
っ
た
が
、

春
作
業
は
平
年
よ
り
も
四
、
五
日
早

く
進
み
、
五
月
中
に
は
田
植
え
が
終

了
。
生
育
も
順
調
。
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◇
東
光
苑
増
改
築
・
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
増
床
工
事
請
負
契
約
の
締
結

請
負
業
者
は
長
田
建
設
株
式
会
社

（
本
荘
市
）、
契
約
金
額
は
一
億
四
百

四
十
七
万
五
千
円
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算

三
億
一
千
百
四
十
九
万
二
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
四
十
二
億
九

百
八
十
三
万
四
千
円
と
し
た
も
の
。

歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
、
▼
活
性

化
拠
点
施
設
整
備
事
業
費
三
千
六
百

二
十
一
万
三
千
円
▼
生
活
支
援
ハ
ウ

ス
施
設
整
備
事
業
費
八
千
五
百
四
十

九
万
七
千
円
▼
自
治
会
館
改
修
補
助

金
五
百
十
一
万
四
千
円

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
へ
の
健

康
対
策
費
に
七
百
五
十
万
円
を
追

加
。
予
算
総
額
を
五
億
二
千
百
八
万

三
千
円
と
し
た
も
の
。

◇
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

五
百
九
十
万
七
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
七
億
七
千
六
十
二
万
七

千
円
と
し
た
も
の
。
歳
出
予
算
の
内

容
は
、
前
年
度
の
精
算
に
よ
る
返
納

金
。

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑

特
別
会
計
補
正
予
算

一
千
五
百
五
十
三
万
一
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
五
億
二
千
八
百

四
十
九
万
九
千
円
と
し
た
も
の
。
歳

出
予
算
の
主
な
内
容
は
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
増
床
・
東
光
苑
増
改
築
に
伴

う
備
品
購
入
費
な
ど
一
千
四
百
三
十

六
万
九
千
円
。

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑

特
別
会
計
へ
の
繰
り
入
れ

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
一

千
四
百
万
円
追
加
し
た
も
の
。

▲下水道管のマンホール設置工事（桂台）



●
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策

今
年
度
の
農
家
別
実
施
計
画
を

五
月
末
ま
で
に
集
計
し
た
と
こ
ろ
、

生
産
計
画
数
量
は
四
千
三
百
四
十
二

�
（
換
算
面
積
七
百
七
十
三
・
九

二
�
）
で
、
目
標
数
量
に
対
し
て

九
八
・
〇
�
の
達
成
率
。
農
協
へ

の
出
荷
契
約
数
量
は
十
一
万
八
千
百

七
十
二
袋
で
、
生
産
目
標
数
量
の
調

整
配
分
を
行
い
、
全
契
約
数
量
が
稲

作
所
得
基
盤
確
保
対
策
の
該
当
に
な

っ
て
い
る
。

●
産
地
づ
く
り
交
付
金

昨
年
十
二
月
に
五
千
六
百
七
十

九
万
一
千
円
の
内
示
が
あ
り
、
三
月

三
十
日
の
協
議
会
で
使
途
を
決
定
。

今
年
度
の
実
績
を
見
て
来
年
度
に
必

要
な
修
正
を
行
う
予
定
。

●
平
成
十
五
年
度
米
の
販
売
状
況

九
万
八
千
七
百
九
十
八
袋
（
前

年
度
比
一
五
・
二
�
減
）、
九
億
九

千
七
百
四
十
一
万
二
千
円
（
前
年
度

比
一
億
二
千
七
百
万
円
、
一
四
・
六

�
増
）。
冷
夏
の
た
め
収
量
は
減
少

し
た
が
、
六
十
�
�
当
た
り
一
万

九
千
六
百
円
ま
で
値
上
が
り
ま
し

た
。

●
畑
作

全
体
の
販
売
額
は
二
億
千
四
百

七
十
万
円
（
前
年
度
比
二
千
三
百
万

円
増
）。
葉
た
ば
こ
が
千
六
百
八
十

万
円
、
野
菜
六
百
十
万
円
の
増
。

●
畜
産

昨
年
度
の
子
牛
の
総
販
売
額
は

二
億
五
千
三
百
万
円
、
一
頭
当
た
り

平
均
価
格
は
四
十
三
万
六
千
円
。

乳
用
牛
に
つ
い
て
は
、
生
乳
の

販
売
実
績
は
六
百
三
十
九
�
、
金

額
は
六
千
二
百
九
十
九
万
円
（
四
百

万
円
増
）。

放
牧
場
を
五
月
二
十
一
日
に
開

牧
し
、
現
在
四
十
頭
を
放
牧
中
（
う

ち
和
牛
二
十
一
頭
）。
由
利
町
の
牧

場
に
十
八
頭
を
預
託
。

●
出
羽
丘
陵
事
業

年
度
末
の
未
納
者
は
六
人
。
過

年
度
分
を
含
め
た
未
納
総
額
は
四
百

九
十
七
万
六
千
円
余
り
。

●
畜
産
振
興
組
織

人
工
授
精
運
営
委
員
会
等
の
組

織
統
合
は
七
月
か
ら
の
見
通
し
。
統

合
す
る
組
織
は
「
人
工
授
精
運
営
委

員
会
」「
肉
用
牛
産
肉
能
力
平
準
化

幹
事
会
」「
受
精
卵
移
植
技
術
活
用

推
進
協
議
会
」「
和
牛
ヘ
ル
パ
ー
事

業
協
議
会
」
の
四
組
織
で
、
新
組
織

の
名
称
は
「
東
由
利
畜
産
振
興
会
」

と
な
る
予
定
。
事
務
局
は
十
月
に
は

農
協
（
支
店
）
に
移
転
す
る
計
画
。

合
併
後
の
地
域
畜
産
振
興
の
核
組
織

と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
。

●
土
地
改
良

県
営
地
滑
り
対
策
事
業
の
予
算

内
示
は
総
額
一
億
六
千
八
百
万
円
、

老
朽
た
め
池
等
整
備
事
業
は
調
査
費

五
百
万
円
。

●
林
業

五
月
一
日
か
ら
作
業
員
七
人
を

雇
用
し
作
業
を
開
始
。
除
伐
三
十
一

�
、
枝
打
ち
三
十
九
�
、
保
育
間

伐
二
十
�
、
収
入
間
伐
三
十
八
�

の
計
百
二
十
八
�
を
計

画
。

【
教
育
文
化
課
】

●
奨
学
金

今
年
度
の
奨
学
生

は
、四
年
制
大
学
四
人
、

短
期
大
学
二
人
、
専
門

学
校
四
人
の
計
十
人
に

決
定
。
今
年
度
貸
し
付

け
予
定
額
は
二
千
百
九

十
六
万
円
、
償
還
見
込

額
は
四
百
六
十
九
万
九

千
円
。

●
中
学
生
海
外
研
修

今
年
度
の
海
外
研
修

は
八
月
十
一
日
か
ら
十

九
日
ま
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
と
学
校
交
流
を
中
心
に

実
施
。
参
加
者
は
十
一
人
に
決
定
。

●
大
琴
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

六
月
五
日
か
ら
の
半
年
間
、
毎

週
土
・
日
曜
日
に
日
直
を
配
置
し
一

般
に
開
放
。
高
橋
宏
幸
先
生
か
ら
借

り
受
け
た
原
画
三
十
点
を
六
月
中
に

公
開
で
き
る
よ
う
に
準
備
中
。
自
主

サ
ー
ク
ル
の
活
動
の
場
と
し
て
も
提

供
し
て
い
き
た
い
。

▲ミニトマトのハウス栽培

▲わくわくサークル（大琴生涯学習支援センター）

（
一
部
抜
粋
）

長
　
沼
　
久
　
利
　
議
員

問
　
行
政
の
現
状
把
握
、
課
題
の

発
見
と
改
善
を
図
る
た
め
の
「
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
を
望

む
。

答

小
規
模
町
村
に
は
、
町
民
の

目
配
り
が
あ
る
。
同
シ
ス
テ
ム
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
行
政
改
革
は
意
識
し

て
い
る
。

問
　
温
泉
保
養
施
設
、
レ
ス
ト
ラ

ン
等
の
整
備
を
進
め
よ
う
と
し
て
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い
る
が
、
行
政
が
ど
こ
ま
で
関
与

し
な
が
ら
支
援
を
続
け
る
の
か
。

答

今
回
の
活
性
化
拠
点
施
設
整
備

は
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
て
公

の
施
設
と
し
て
の
充
実
を
図
る
も
の

で
、
管
理
を
委
託
し
て
い
る
第
三
セ

ク
タ
ー
の
支
援
と
は
異
な
る
も
の
と

ご
理
解
願
い
た
い
。

問
　
平
成
十
七
年
介
護
保
険
制
度

改
正
に
向
け
、
広
域
で
の
課
題
と

年
々
増
加
す
る
介
護
保
険
給
付
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
り

な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
の

か
。

答

一
市
七
町
の
保
健
・
福
祉
・
医

療
の
各
種
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
に
努

め
た
い
。
ま
た
、
継
続
的
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
た
い
。

問
　
町
営
住
宅
に
住
む
児
童
数
も

増
え
、
遊
び
空
間
等
の
需
要
も
増

加
し
て
い
る
。
町
営
住
宅
周
辺
の

付
帯
工
事
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答

管
理
で
き
る
範
囲
以
内
で
の
整

備
は
し
て
い
き
た
い
が
、
誰
が
管
理

す
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
検
討
課
題
と

し
た
い
。

問
　
改
良
工
事
が
完
了
し
た
東
由

利
球
場
は
、
以
前
に
も
増
し
て
水

は
け
、
土
質
が
悪
い
。
工
事
不
良

の
原
因
・
責
任
は
。

答

工
事
中
の
悪
天
候
の
影
響
も
考

え
ら
れ
る
が
、
改
修
個
所
は
使
用
し

な
い
と
分
か
ら
な
い
面
も
あ
り
、
手

直
し
が
必
要
な
個
所
に
つ
い
て
は
手

直
し
を
行
っ
た
。
土
の
状
態
は
使
い

込
め
ば
問
題
な
い
と
判
断
し
て
い

る
。
管
理
も
含
め
、
今
後
も
必
要
な

整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

小
　
野
　
　
　
健
　
議
員

問
　
年
金
改
革
に
つ
い
て
、
住
民

の
老
後
の
生
活
を
保
障
す
る
立
場

に
あ
る
町
長
の
考
え
は
。

答

高
齢
化
の
進
む
本
町
に
と
っ
て

こ
の
制
度
改
正
は
老
後
の
生
活
を
守

る
大
切
な
改
革
。
将
来
を
見
通
し
、

長
期
安
定
し
た
年
金
設
計
を
築
い
て

ほ
し
い
。

問
　
三
月
定
例
会
に
お
い
て
、

「
農
業
構
造
改
革
は
生
産
構
造
も

変
え
る
改
革
で
あ
り
、
集
落
営
農

な
ど
の
組
織
経
営
体
の
モ
デ
ル
を

つ
く
る
」
と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
見
通
し
は
。

答

こ
れ
ま
で
に
大
き
な
混
乱
は
な

か
っ
た
。「
農
業
構
造
改
革
」
は
本

町
の
将
来
に
つ
な
が
る
施
策
。
今
年

の
状
況
を
見
て
整
理
し
て
い
き
た

い
。

問
　
合
併
協
議
会
の
事
務
的
な
調

整
内
容
の
公
表
を
。

答

す
り
合
わ
せ
が
必
要
な
事
務
事

業
項
目
は
千
七
百
近
く
あ
り
、
現
在
、

方
向
付
け
さ
れ
た
調
整
方
針
に
基
づ

い
て
具
体
的
な
数
値
等
の
調
整
作
業

を
進
行
中
。
ま
と
ま
っ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
今
秋
計
画
し
て
い
る
新
市

ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
の
住
民
説
明
会

の
席
上
で
も
周
知
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

八
日
か
ら
十
日
ま
で
議
会
六
月
定

例
会
が
あ
り
ま
し
た
。
議
員
の
任
期

が
七
月
で
す
か
ら
、
任
期
最
後
の
定

例
会
に
な
り
ま
す
。
定
例
会
の
冒
頭

に
四
年
間
の
ご
労
苦
に
深
甚
な
る
敬

意
を
表
し
、
一
市
七
町
の
合
併
を
判

断
し
た
共
同
責
任
上
も
十
四
人
全
員

が
再
び
立
候
補
し
当
選
さ
れ
、
町
の

行
く
末
を
見
守
っ
て
頂
き
た
い
と
申

し
上
げ
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
で
議
員
の
在
任
特
例

が
七
カ
月
と
決
ま
り
、
新
し
い
任
期

は
十
五
カ
月
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

東
由
利
町
の
総
仕
上
げ
の
時
、
そ
し

て
新
市
が
発
足
し
て
七
カ
月
、
非
常

に
大
事
な
時
の
任
期
に
な
り
ま
す
。

十
五
日
は
第
九
回
明
日
の
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
を
開
催
。
合
併
協
議
会

の
状
況
を
説
明
し
、
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。
こ
の
会
に
は
今
年
度
採
用

さ
れ
た
中
央
官
庁
の
幹
部
候
補
三
人

も
傍
聴
し
ま
し
た
。

こ
の
若
い
三
人
の
キ
ャ
リ
ア
は
町

村
研
修
実
習
と
い
う
こ
と
で
来
町
し

ま
し
た
が
、
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た

敬
老
会
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。四
百
人
の
出
席
者
に
も
紹
介
し
、

バ
リ
バ
リ
の
秋
田
弁
で
歓
迎
し
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
も
し
た
こ

と
で
す
。
出
席
者
最
高
齢
の
小
松
ク

メ
ヨ
さ
ん
に
も
兵
庫
県
出
身
の
女
性

キ
ャ
リ
ア
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
一

生
懸
命
お
酒
を
注
い
で
回
り
、
生
粋

の
東
由
利
弁
の
聞
き
取
り
に
大
奮
闘

し
て
い
ま
し
た
。
東
由
利
町
と
し
て

は
最
後
の
敬
老
会
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
新
市
が
発
足
し
て
も
、

一
堂
に
集
ま
る
こ
の
会
は
存
続
し
ま

す
と
、
挨
拶
も
し
ま
し
た
。

十
九
日
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で

し
た
が
、
第
四
十
九
回
畜
産
共
進
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
下
郷
村
と
玉

米
村
が
合
併
し
東
由
利
村
に
な
っ
た

翌
年
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
共
進
会
は
来
年
で
第
五
十

回
。
和
牛
組
合
で
は
キ
リ
の
良
い
と

こ
ろ
で
締
め
た
い
と
い
い
、
合
併
協

議
会
で
も
こ
の
意
気
込
み
を
認
知
し

た
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
違
わ
ぬ
出

陳
牛
で
あ
り
ま
し
た
。
由
利
本
荘
市

に
な
っ
て
も
由
利
牛
の
里
の
看
板
は

掲
げ
続
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

二
十
七
日
、
天
気
を
心
配
し
ま
し

た
が
、
第
十
一
回
町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
町

内
で
い
ろ
い
ろ
行
事
が
あ
り
盛
り
上

が
り
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
参
加
者
で
あ
り
ま
し
た
。
挨
拶

で
東
由
利
町
と
し
て
は
最
後
の
町
民

ス
ポ
ー
ツ
祭
に
な
り
ま
す
が
、
来
年

も
ぜ
ひ
一
堂
に
会
し
て
の
運
動
会
を

や
り
ま
し
ょ
う
と
申
し
上
げ
、
改
め

て
国
旗
掲
揚
塔
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
掲
揚
塔
は
昭
和
三
十
九
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
際
に
国
立

競
技
場
で
各
国
の
国
旗
が
掲
揚
さ
れ

た
の
を
も
ら
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
水
林
球
場
で
県
大
会
出

場
を
か
け
た
東
由
利
中
学
校
の
野
球

大
会
が
あ
り
、
そ
れ
も
気
に
な
り
携

帯
電
話
で
の
途
中
経
過
に
一
喜
一
憂

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
試
合
に
勝

ち
、
二
十
一
年
ぶ
り
の
県
大
会
出
場

に
満
場
拍
手
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
八
塩
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
に
新
設
さ
れ
た
十
八
ホ
ー
ル

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
佐
々
木
県
連
会
長
さ
ん
や
牧
野

事
務
局
長
さ
ん
に
も
ご
出
席
を
願

い
、オ
ー
プ
ン
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

七
月
は
い
よ
い
よ
暑
い
夏
が
始
ま

り
ま
す
。体
調
に
は
お
気
を
付
け
て
。
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合
併
の
期
日
は
、
昨
年
一
月
の

第
一
回
協
議
会
で
、「
合
併
の
目
標

年
次
を
平
成
十
七
年
三
月
末
ま
で
」

と
確
認
し
協
議
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

合
併
の
期
日
を
平
成
十
七
年
三

月
二
十
二
日
と
提
案
し
た
理
由
に
つ

い
て
事
務
局
で
は
「
各
市
町
と
も
電

算
を
使
っ
た
事
務
が
多
く
、
相
互
の

調
整
に
相
当
の
日
数
が
必
要
。
三
月

十
八
日
の
業
務
終
了
か
ら
三
連
休
を

利
用
し
て
、
住
民
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
」
と
説
明
。

全
会
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
の
事
務
所
は
、
本
荘
市
に

本
庁
舎
を
、
一
市
七
町
に
総
合
支
所

を
設
置
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
具
体
的
な
事

務
組
織
・
機
構
、
本
庁
・
総
合
支
所

の
役
割
分
担
の
基
本
方
針
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

新
市
の
事
務
組
織
・
機
構
は

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、

常
に
そ
の
組
織
、
運
営
を

見
直
し
効
率
化
に
努
め
、

規
模
等
の
適
正
化
を
図

る
」
と
し
た
う
え
で
①
住

民
に
わ
か
り
や
す
く
、
利

用
し
や
す
い
こ
と
②
住
民

の
声
を
適
正
に
反
映
で
き

る
こ
と
③
地
方
分
権
社
会

に
お
け
る
行
政
課
題
に
的

確
に
対
応
で
き
る
こ
と
④

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推

進
、
支
援
で
き
る
こ
と
⑤

簡
素
で
効
率
的
な
こ
と
ー

を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

本
庁
に
は
、
行
政
施
策
の
企
画

立
案
や
決
定
、
総
合
支
所
と
の
連
絡

調
整
を
は
じ
め
と
す
る
管
理
的
な
部

門
を
配
置
。
総
務
・
企
画
・
福
祉
保

健
・
農
林
水
産
・
観
光
商
工
・
建

設
・
行
政
改
革
な
ど
の
部
門
が
配
置

さ
れ
ま
す
。

一
方
、
総
合
支
所
は
、
地
域
課
題

に
迅
速
、
的
確
に
対
応
す
る
た
め

「
地
域
づ
く
り
の
拠
点
」
と
位
置
づ

け
①
毎
年
度
予
算
の
一
定
枠
を
確
保

し
、
い
わ
ゆ
る
「
す
ぐ
や
る
課
」
的

な
対
応
に
す
る
②
合
併
に
よ
る
住
民

不
安
解
消
の
た
め
、
可
能
な
限
り
総

合
支
所
長
に
現
地
即
決
権
限
を
持
た

せ
る
③
総
合
支
所
管
内
の
公
共
施
設

の
維
持
管
理
は
総
合
支
所
が
行
う
ー

と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
旧
市
町
単
位
で
地
域
審
議

会
、
地
域
自
治
区
の
い
ず
れ
か
を
設

置
す
る
こ
と
を
確
認
、
関
係
法
令
が

正
式
に
施
行
さ
れ
た
後
、
ど
ち
ら
か

を
選
択
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

地
域
審
議
会
、
地
域
自
治
区
と

も
に
新
市
運
営
に
対
す
る
提
案
、
助

言
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
法
人

格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
治
区
は
、
総

合
支
所
長
の
代
わ
り
に
、
常
勤
の
区

長
（
特
別
職
）
を
置
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

な
お
、
今
後
の
協
議
で
地
域
自

治
区
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合
、
各
市
町
と
も
大
字
の
前
に
現

市
町
名
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
前
回
確
認
さ
れ
た

字
の
区
域
及
び
名
称
の
取
り
扱
い
が

変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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第18回本荘由利一市七町合併協議会�

合併�
期日�平成17年3月22日�
合併�
期日�平成17年3月22日�

第
十
八
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
が
六
月
十
六
日
、
本

荘
市
の
「
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ
、
合
併
の

期
日
を
平
成
十
七
年
三
月
二
十
二
日
と
し
た
ほ
か
、
合
併
後
に
地
域

の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
組
織
と
し
て
地
域
審
議
会
や

地
域
自
治
区
の
設
置
に
つ
い
て
合
併
時
ま
で
検
討
す
る
こ
と
な
ど
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
の
協
議
会
で
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
、

合
併
協
定
書
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
八
月
の
合
併
調
印
に
向
け
て
大
き

く
前
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▲合併期日を確認した第18回協議会
事
務
組
織
・
機
構

住
民
サ
ー
ビ
ス

維
持
に
配
慮

地
域
審
議
会
か

地
域
自
治
区

旧
市
町
単
位
に
設
置

▲合併後も窓口対応は変わらない

第
19
回
合
併
協
議
会
は

８
月
２
日

と
　
き
　
８
月
２
日
（
月
）

13
時
30
分

と
こ
ろ
　
本
荘
市
「
本
荘
由
利
広
域

交
流
セ
ン
タ
ー
」

み
な
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。



「
第
九
回
明
日
の
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
」
が
六
月
十
五
日
、
役
場
で

開
か
れ
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
阿
部
幸
悦
町
長
が

「
議
会
議
員
の
定
数
、
任
期
が
決
着

し
合
併
協
議
も
大
き
く
前
進
。
八
月

に
は
調
印
で
き
る
見
通
し
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、
合
併
協
議
の
確
認

事
項
や
案
件
の
ほ
か
、
新
市
ま
ち
づ

く
り
計
画
に
つ
い
て
懇
談
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
協
議

済
項
目
に
つ
い
て
、
企
画
課
長
が
説

明
。
そ
の
後
の
懇
談
で
は
、「
字
の

名
称
は
旧
町
名
を
付
け
る
か
付
け
な

い
か
統
一
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
」、「
農
業
委
員
の
う
ち
、
選
挙
で

選
ば
れ
た
委
員
は
全
体
で
十
人
減
ら

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
の
よ
う

に
し
て
決
め
る
か
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
町

で
は
「
字
の
名
称
は
調
整
で
き
な
か

っ
た
。結
論
の
出
な
い
議
論
で
あ
り
、

一
つ
の
判
断
と
し
て
こ
う
し
た
も

の
。
農
業
委
員
を
減
ら
す
方
法
は
協

議
中
の
よ
う
で
あ
る
」
と
答
え
ま
し

た
。第

十
八
回
合
併
協
議
会
の
協
議

項
目
へ
は
「
総
合
支
所
長
の
権
限
が

あ
る
と
い
っ
て
も
、
本
庁
で
は
厳
し

い
立
場
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
後
押

し
す
る
の
が
地
域
の
自
治
組
織
で
は

な
い
か
。
是
非
組
織
化
し
地
域
振
興

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
説
明

で
は
、
新
市
の
一
体
化
事
業
と
し
て

大
内
町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
全
体

に
敷
設
す
る
事
業
（
百
三
十
億
円
）、

総
合
文
化
施
設
の
整
備
（
百
二
十
億

円
）
な
ど
、
総
額
三
百
九
十
八
億
円

余
り
の
事
業
内
容
と
合
併
後
十
年
間

の
財
政
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
「
平
成
十
七
年
度

五
百
五
十
三
億
円
の
予
算
が
十
年
後

に
は
四
百
二
億
円
と
百
五
十
億
円
も

の
減
少
。
と
て
も
厳
し
い
と
感
じ

る
」、「
本
荘
市
役
所
は
昭
和
三
十
年

の
建
設
。
も
う
限
界
で
は
な
い
か
」

な
ど
の
心
配
す
る
意
見
の
ほ
か
「
東

由
利
か
ら
ど
れ
く
ら
い
議
員
に
な
れ

る
か
と
心
配
す
る
が
、
優
れ
た
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る
人
は
た
く
さ
ん

い
る
。
自
分
た
ち
の
人
間
を
軽
く
見

な
い
で
前
向
き
に
」
と
い
っ
た
意
見

も
出
さ
れ
ま
し
た
。
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新
市
財
政
計
画
は
、
こ
れ
ま
で

の
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
追
加

さ
れ
た
も
の
で
、
今
後
十
年
間
の

ス
パ
ン
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
算
総
額
は
、
平
成
十
七
年
度
の

五
百
五
十
三
億
三
千
万
円
か
ら

徐
々
に
減
少
し
、
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
は
四
百
億
円
台
で
推
移
し

ま
す
。
十
年
後
の
平
成
二
十
六
年

度
は
四
百
二
億
四
千
六
百
万
円
、

十
年
間
で
百
五
十
億
円
減
少
す
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

人
件
費
は
約
三
分
の
二
に
、
投

資
的
経
費
は
約
三
分
の
一
に
減
少

す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
計
画
と
同
時
に
公
表
さ
れ
た

新
市
一
体
事
業
は
、
合
併
特
例
債

等
を
活
用
し
た
大
規
模
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
敷
設
事
業
や

総
合
文
化
施
設
整
備
の
ほ
か
に
は
、

広
域
ゴ
ミ
焼
却
炉
建
設
七
十
億
円
、

水
林
総
合
運
動
公
園
整
備
十
五
億

五
千
八
百
万
円
、
消
防
本
部
等
を

核
と
し
た
防
災
セ
ン
タ
ー
十
五
億

五
百
五
十
万
円
、
デ
ジ
タ
ル
消
防

無
線
整
備
十
七
億
三
百
万
円
、
地

域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
事

業
十
四
億
七
千
三
百
万
円
な
ど
が

計
画
さ
れ
、
合
併
特
例
債
は
十
年

間
で
四
百
五
十
六
億
二
千
万
円
余

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

▲活発な意見交換が行われた懇談会
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明
日
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

「
合
併
協
議
大
き
く
前
進
」を
報
告

新
　
　
市

財
政
計
画

合
併
特
例
債
456
億
円



今
年
の
参
加
対
象
者
は
、
敬
老

会
が
八
百
二
十
七
人
、
七
十
歳
を
祝

う
会
が
八
十
五
人
の
計
九
百
十
二
人

で
す
。

式
典
で
は
阿
部
幸
悦
町
長
が

「
十
七
年
三
月
に
新
市
誕
生
と
な
る

が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
心
配
の
な
い

町
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
六
月
に
九
十
歳
と
八

十
七
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
長
寿
祝

い
金
が
、
八
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方

に
は
記
念
品
が
、
そ
れ
ぞ
れ
町
四
役

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
遠
藤
成
美
さ
ん
（
高
瀬

小
学
校
二
年
）
と
高
橋
謙
聡
さ
ん

（
八
塩
小
学
校
六
年
）
が
敬
老
作
文

を
発
表
。
出
席
者
た
ち
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
園
児
た
ち
や
連
合
婦
人
会
の

皆
さ
ん
が
歌
や
踊
り
で
会
場
を
盛
り

上
げ
、
出
席
者
た
ち
は
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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町
の
お
年
寄
り
が
一
堂
に
集
ま
り
長
寿
を
祝
う
「
敬
老
会
・
七
十

歳
を
祝
う
会
」
が
六
月
十
八
日
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
三
百
九

十
四
人
の
お
年
寄
り
が
お
互
い
の
長
寿
と
健
康
を
祈
願
し
ま
し
た
。

敬
老
会
・
70
歳
を
祝
う
会

番付�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

年齢�

102�

100�

98�

98�

97�

97�

97�

96�

95�

94

自治会�

小　倉�

久　保�

東光苑�

上　通�

下　通�

上　通�

宿�

蔵�

東光苑�

東光苑�

氏　　　　名�

高　橋　タケヨさん�

大　場　ハツエさん�

小　野　ミノコさん�

畠　山　ミヨノさん�

小　松　クメヨさん�

藤　原　リ　ツさん�

遠　藤　ナヲミさん�

阿　部　テツエさん�

長　堀　ハ　ルさん�

鈴　木　サトミさん�

番付�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

年齢�

96�

95�

95�

94�

94�

94�

93�

92�

92�

92

自治会�

大　琴�

下小路�

大　琴�

小　倉�

東光苑�

山　崎�

山　崎�

蔵�

向　田�

葎　沢�

氏　　　　名�

佐々木　宗　雄さん�

佐　藤　源之助さん�

佐々木　直　義さん�

遠　藤　貞　次さん�

畠　山　藏太郎さん�

高　橋　勇　蔵さん�

小　松　忠　蔵さん�

伊　東　留次郎さん�

小　松　正之助さん�

小　松　作　藏さん�

▲八十歳の記念品を受けとる出席者

（H16.6.30現在）



第
四
十
九
回
町
畜
産
共
進
会
が

六
月
十
九
日
、
畜
産
広
場
で
開
催
さ

れ
、
畜
産
農
家
が
丹
精
込
め
て
育
て

た
自
慢
の
牛
が
、
資
質
や
体
型
な
ど

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

今
年
出
陳
さ
れ
た
の
は
、
黒
毛

和
種
が
五
十
八
頭
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
が
六
頭
の
計
六
十
四
頭
。
発
育
良

好
で
、
品
種
の
特
徴
を
十
分
に
備
え

た
も
の
が
多
く
、
審
査
員
が
順
位
決

定
に
苦
慮
す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し

た
。今

回
の
上
位
入
賞
牛
は
、
七
月

二
十
四
日
に
行
わ
れ
る
「
第
七
回
秋

田
し
ん
せ
い
農
業
共
同
組
合
畜
産
共

進
会
」
に
出
陳
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
団
体
】

優
勝
　
舘
合
和
牛
改
良
組
合

２
位
　
宿
・
下
吹
和
牛
組
合

３
位
　
久
山
地
区
和
牛
改
良
研
究
会

【
部
門
別
最
優
秀
賞
】

◇
肉
用
牛
の
部
・
母
系
三
代
群
区

ゆ
き
ふ
じ
、
き
た
ふ
じ
、
み
や
ふ
じ

《
佐
々
木
善
一
郎
・
大
琴
》

◇
乳
用
牛
の
部
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
　
ル
ー
ク
　
レ
ク
サ

ス
《
大
庭
喜
一
郎
・
船
木
》

【
区
分
別
優
等
賞
】

◇
育
成
区

こ
ず
え
《
大
庭
昇
・
船
木
》

◇
若
牛
１
区

１
席
▼
ま
い
こ
《
木
嶋
賢
蔵
・
袖

山
》

２
席
▼
さ
く
ら
《
小
野
富
弥
・
須
郷

田
》

◇
若
牛
２
区

さ
と
ひ
め
１
《
大
場
明
・
久
保
》

◇
若
牛
３
区

１
席
▼
あ
す
か
《
嶽
石
勝
男
・
新

沢
》

２
席
▼
ゆ
き
ひ
め
《
高
橋
一
男
・
須

郷
》

◇
成
牛
１
区

１
席
▼
ひ
ら
さ
か
え
《
佐
藤
隆
一
・

葎
沢
》

２
席
▼
い
に
ま
る
《
小
野
実
・
下

吹
》

◇
成
牛
２
区

ご
り
ん
《
小
野
長
一
・
宿
》

◇
母
系
３
代
群
区

ゆ
き
ふ
じ
、
き
た
ふ
じ
、
み
や
ふ
じ

《
高
舘
和
牛
組
合
》

◇
繁
殖
雌
牛
群
区

く
に
え
い
４
、
か
つ
こ
、
き
く
ゆ
き
、

あ
き
し
ろ
《
舘
合
和
牛
組
合
》

◇
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
未
経
産
区

ス
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
イ
ン
パ
ク
ト
ス
カ

イ
ラ
イ
ナ
ー
コ
メ
ッ
ト
《
小
野
武

志
・
下
吹
》

◇
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
経
産
区

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
ル
ー
ク
レ
ク
サ
ス

《
大
庭
喜
一
郎
・
船
木
》
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▲小雨のなか行われた共進会

自
慢
の
牛
が
勢
ぞ
ろ
い

第
49
回
町
畜
産
共
進
会

（敬称略）�

閉鎖時間繰り上げ
このたびの選挙は、次の選挙区につい

て閉鎖時間の繰り上げがあります。
◇２時間繰り上げ
（午前７時～午後６時）
第３（袖山）、第５（松柴）、第７（祝
沢）、第10（黒沢）、第12（杉森）
◇１時間繰り上げ
（午前７時～午後７時）
第１（黒渕）、第２（田代）、第４（舘
合）、第６（老方）、第８（法内）、第
９（蔵）、第11（大琴）

参議院議員選挙
投票日／7月11日
町議会議員選挙

投票日／7月18日

で
本
荘
南
中
と
対
戦
。
押
し
出
し
に

よ
る
一
点
が
決
勝
点
と
な
り
一
対
〇

で
勝
利
し
、決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

本
荘
北
中
と
対
戦
し
た
決
勝
で
は
、

チ
ャ
ン
ス
を
得
点
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ず
一
対
〇
で
惜
敗
す
る

も
、
準
決
勝
ま
で
と
同
様
に
バ
ッ
テ

リ
ー
を
中
心
に
安
定
し
た
守
備
力
を

発
揮
し
ま
し
た
。

県
大
会
は
七
月
二
十
七
日
か
ら
六

日
間
、
秋
田
市
の
八
橋
球
場
、
こ
ま

ち
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
四
球
場
で
行
わ

れ
る
予
定
で
、
東
中
健
児
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

郡
市
県
中
学
校
総
体
野

球
大
会
が
六
月
十
九
日
、
二

十
一
日
、
二
十
七
日
に
水
林

球
場
で
行
わ
れ
、
東
由
利
中

学
校
が
決
勝
に
進
出
。
全
県

少
年
野
球
大
会
が
七
十
回
の

記
念
大
会
の
た
め
、
決
勝
進

出
チ
ー
ム
が
県
大
会
に
出
場

で
き
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
五

十
八
年
以
来
、
二
十
一
年
ぶ

り
の
県
大
会
出
場
を
決
め
ま

し
た
。

一
回
戦
で
は
大
内
中
に

五
対
一
で
快
勝
し
、
準
決
勝

郡市中学校総体野球大会

東中21年ぶりに県大会出場

▲県大会に出場する東中野球部



政
府
が
高
齢
化
の
状
況
な
ど
を

ま
と
め
た
「
二
〇
〇
四
年
版
高
齢
社

会
白
書
」
に
よ
る
と
、
日
本
の
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
総
人
口
の
一

九
％
に
達
し
、
ほ
ぼ
五
人
に
一
人
の

割
合
。
日
本
の
高
齢
化
は
世
界
に
類

を
見
な
い
早
さ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
町
の
高
齢
化
は
全

国
平
均
を
上
ま
わ
る
ス
ピ
ー
ド
で
進

行
し
て
お
り
、
東
由
利
村
が
誕
生
し

た
昭
和
三
十
年
に
三
・
二
％
だ
っ
た

本
町
の
高
齢
化
率
は
、
昭
和
五
十
年

に
一
一
・
一
％
、
平
成
二
年
に
は
二

〇
・
二
％
に
ま
で
上
昇
。
平
成
十
六

年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
デ
ー
タ
で

は
三
四
・
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
福
祉
の
拠
点
施
設
と
し
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
東
光
苑
」

が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
高
齢
化
の
進

行
が
加
速
し
始
め
た
昭
和
六
十
一
年

四
月
の
こ
と
。
明
る
く
楽
し
い
老
後

を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
自
宅
で
介
護
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
の
受
け
入
れ
を
開
始

し
ま
し
た
。

平
成
六
年
に
は
、
東
光
苑
を
中

心
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
「
い
ち
ょ
う
館
」
を
開
設
。

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な

が
ら
自
宅
で
の
生
活
を
希
望
す
る
高

齢
者
が
多
く
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
健
康
状
態
や
介
護
状
態
の
聞
き

取
り
、
問
題
点
の
助
言
・
相
談
な
ど

の
活
動
が
強
化
さ
れ
、
高
齢
者
の
自

立
し
た
生
活
へ
の
支
援
や
介
護
予
防

へ
の
取
り
組
み
が
本
格
化
し
ま
し

た
。現

在
、
東
光
苑
の
入
所
者
は
五
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③
東
光
苑

高
齢
化
社
会
を
支
え
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
発
信
地

高
齢
化
率
34
％

12,000�

10,000�

8,000�

6,000�

4,000�

2,000�

0

35.0％�

30.0％�

25.0％�

20.0％�

15.0％�

10.0％�

5.0％�

0.0％�

（
人
口
）�

（
高
齢
化
率
）�

昭和30年�昭和35年�昭和40年�昭和45年�昭和50年�昭和55年�昭和60年�平成2年�平成7年�平成12年�

9,748�
316�
3.2％�

9,081�
399�
4.4％�

8,029�
529�
6.6％�

6,948�
627�
9.0％�

6,254�
695�
11.1％�

6,022�
796�
13.2％�

5,853�
917�
15.7％�

5,547�
1,122�
20.2％�

5,250�
1,395�
25.9％�

4,860�
1,538�
31.6％�

総人口�
65歳以上�
高齢化率�

町の総人口と65歳以上人口、高齢化率�

福
祉
活
動
の
拠
点

和
顔
・
慈
視
・
愛
語

▲身の周りの世話をする介護員



十
人
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
日
平
均
十
一
・
五
人
、
十
六
・
八

人
。
入
所
者
の
中
に
は
す
べ
て
介
護

に
よ
っ
て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
も
多
く
い
ま
す
。
介
護
員
た
ち

は
「
和
顔
・
慈
視
・
愛
語
」
と
い
う

苑
訓
の
も
と
、
こ
う
し
た
人
た
ち
の

身
の
周
り
の
世
話
に
親
身
に
な
っ
て

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
い
る
世
帯
は
、
平
成

十
二
年
で
九
百
七
十
八
世
帯
、
そ
の

う
ち
二
割
を
超
え
る
世
帯
が
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
、
そ
の
数
は
今
後
も

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

高
齢
者
の
多
く
は
、
住
み
慣
れ
た
自

宅
や
地
域
で
生
活
を
続
け
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
、
訪
問
通
所
系
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
希
望
す
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
は
高
齢
者
世
帯
を
地
域
で
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
や
、
介
護
予
防
の
施

策
の
充
実
、
高
齢
者
が
自
宅
で
生
活

を
続
け
る
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
。
ま
た
、
自
宅
で

の
介
護
が
困
難
に
な
っ
た
施
設
の
入

所
者
に
対
し
、
よ
り
快
適
な
生
活
の

場
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

東
光
苑
は
入
所
者
に
と
っ
て
は

日
常
生
活
の
場
で
す
。
私
た
ち
介
護

員
も
、
自
宅
で
の
生
活
に
近
づ
け
た

い
、
明
る
く
楽
し
い
老
後
を
送
っ
て

ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら
介
護
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
東
光
苑
」
や
「
い
ち
ょ

う
館
」
を
利
用
す
る
人
た
ち
に
、
少

し
で
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
私
た
ち
が
大
切
に
し

て
い
る
の
は
、
笑
顔
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
す
。入
所
者
の
中
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が

困
難
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
介
護

の
基
本
。
日
々
の
会
話
の
中
か
ら
で

き
る
だ
け
多
く
の
笑
顔
を
引
き
出
せ

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
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高
齢
化
が
進
み
、
介
護
を
必
要
と

す
る
人
の
数
は
確
実
に
増
え
て
い
ま

す
。
自
宅
で
介
護
す
る
人
た
ち
自
身

の
高
齢
化
、
子
ど
も
た
ち
が
都
会
に

出
て
か
ら
一
人
暮
ら
し
を
続
け
て
い

た
が
、
歳
を
と
っ
た
た
め
そ
れ
が
困

難
に
な
っ
た
、
な
ど
の
ケ
ー
ス
も
多

く
な
り
ま
し
た
。
施
設
へ
の
入
所
希

望
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

施
設
に
は
入
ら
ず
に
自
宅
で
の
生
活

を
続
け
、
た
ま
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
い

う
人
も
今
後
は
ま
す
ま
す
増
加
す
る

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
光
苑
の
よ
う
な
施
設
に
入
所
し

た
り
、
そ
の
他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
り
す
る
の
は
、
決
し
て
珍
し

い
こ
と
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
む

し
ろ
当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ
た
と

言
え
ま
す
。

今
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
地
域
全
体
で
「
介
護
」
を
考
え
、

理
解
す
る
こ
と
、
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
が
「
介
護
」
を
身
近
な
も
の
と

し
て
知
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
保

育
園
児
や
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

と
の
交
流
は
、
入
所
者
の
楽
し
み
に

な
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
「
介
護
」
を
知
る
良
い
経

験
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、

施
設
側
と
し
て
も
研
修
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
慰
問
な
ど
は
広
く
受
け
入
れ

て
い
き
た
い
し
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
今
ま
で
ど
お
り
開
催
し
施
設

の
外
と
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
今
ま

で
以
上
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

現
在
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
増
床

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
所
者
の

数
が
増
え
れ
ば
、
職
員
の
負
担
も
重

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

介
護
事
故
や
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
ぬ
よ
う
、
一
人
一
人
が
改
め
て
気

持
ち
を
引
き
締
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

主任介護員
遠藤まゆみさん

日
々
の
会
話
の
中
か
ら

笑
顔
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に

現
状
と
課
題

「
地
域
全
体
で

介
護
を
考
え
る
時
代
」

東
光
苑
施
設
長

大
　
庭
　
敏
　
昭
さ
ん

▲入浴介助の様子
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畠
山
さ
ん
「
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
」
を
受
章

こ
の
た
び
、
畠
山
英
昭
さ
ん
（
大
琴
・
大

沼
組
）
が
「
優
秀
施
工
者
（
建
設
マ
ス
タ
ー
）

国
土
交
通
大
臣
顕
彰
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
顕
彰
は
、
特
に
優
秀
な
技
能
・
技
術

を
も
ち
、
後
輩
の
指
導
育
成
や
建
設
現
場
の

安
全
・
衛
生
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

い
る
な
ど
の
条
件
を
満
た
す
「
も
の
づ
く
り
」

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で

す
。畠

山
さ
ん
は
、「
今
回
の
受
章
は
、
一
緒

に
現
場
で
は
た
ら
く
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
ど
お

り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

▲「建設マスター」の称号を受けた畠山英昭さん

大
台
自
治
会
町
政
座
談
会

▲活発な意見交換が行われた座談会

大
台
自
治
会
町
政
座
談
会
が
六
月
六
日
、

大
台
自
治
会
館
で
行
わ
れ
、
よ
り
良
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
住
民
と
町
当
局
が
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
大
台
地
区
の
給
水
施
設
の
整

備
と
黒
沢
ト
ン
ネ
ル
の
拡
張
工
事
を
今
年
度

中
に
開
始
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
町
か
ら
地

域
住
民
に
改
め
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
は
自
治
会
内
の
道

路
の
草
刈
り
や
危
険
個
所
の
整
備
な
ど
に
つ

い
て
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

自
治
会
長
研
修

▲熱心に研修地を視察する自治会長の皆さん

自
治
会
長
研
修
が
五
月
三
十
一
日
か
ら
六

月
一
日
ま
で
一
泊
二
日
で
行
わ
れ
、
四
十
七

人
の
自
治
会
長
さ
ん
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
日
ご
ろ
町
政
へ
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
自
治
会
長
さ
ん
た
ち
へ
の
慰

労
と
、
町
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
交
換
の
機

会
に
し
た
い
と
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
研
修
地
は
、
岩
手
県
東
和
町
の

第
三
セ
ク
タ
ー
、「（
株
）
と
う
わ
ア
グ
リ
ト

ピ
ア
公
社
」。
担
い
手
育
成
や
特
産
品
販
売

な
ど
、
同
公
社
が
行
っ
て
い
る
農
業
振
興
へ

の
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

「
仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動
支
援
事
業
」

▲動物園で行われた職場体験

厚
生
労
働
省
の
「
中
高
生
に
対
す
る
仕
事

ふ
れ
あ
い
活
動
支
援
事
業
」
の
実
施
校
に
東

由
利
中
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
事
業
の
狙
い
は
職
場
見
学
や
取
材
、
体

験
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
早
い
時
期
か
ら

生
徒
に
職
業
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
。
実
施

校
は
、
進
路
指
導
に
体
験
学
習
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
る
学
校
を
中
心
に
選
考
さ

れ
、
秋
田
県
で
は
十
二
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

事
業
は
「
語
ら
い
」「
訪
問
」「
体
験
」

「
相
談
」
の
四
分
野
で
、
各
学
校
が
独
自
に

活
動
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

同
中
学
校
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。
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第
九
回
由
利
郡
学
童
野
球
大
会

▲熱戦となった八塩スポーツ少年団
と西目スポーツ少年団の一回戦

利
町
野
球
場
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
由
利
郡
十
町
か
ら
十
九

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
お
り
、
本
町
か
ら
は
高

瀬
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
八
塩
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
出
場
し
ま
し
た
。

高
瀬
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
一
回
戦
で
上

郷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
快
勝
す
る
も
二
回
戦

で
矢
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
延
長
の
末
に
惜

敗
。
八
塩
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
一
回
戦
で
破

れ
は
し
た
も
の
の
、
優
勝
し
た
西
目
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
相
手
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

はる　　はる　　 な�

遠　藤　陽　奈ちゃん�
　　　　（小倉・1歳）�
お父さん：友　和さん�
お母さん：美奈子さん�
お話し：美奈子さん�

はる　　 な�

遠　藤　陽　奈ちゃん�
　　　　（小倉・1歳）�
お父さん：友　和さん�
お母さん：美奈子さん�
お話し：美奈子さん�

佐　藤　主　税
ち か ら

さん（葎沢・20歳）
―職業は
八嶋製作所で働いています。
―休日の過ごし方は
友だちとのんびり遊びます。車が好きなのでドライ
ブにもよく行きますね。
―自分の性格は
優しい性格だと思います。
―彼女にしたい理想のタイプは
年上で面倒見の良い人、芸能人なら伊東美咲のよう
な人が好きです。彼女募集中です。
―目標は
整備士になることです。
―東由利町に一言
田代方面でも携帯電話が使えるようにしてください。

名前の由来は？
「太陽のように明るく、あたたかい子であるようにという
意味と、私の名前を組み合わせた名前です」
好きなものは？
「果物をたくさん食べますが、特にバナナが大好きです」
家族では誰になついていますか？
「誰にでもなついています。どうやら、食べ物をくれる人
のところに行くようです」
本人の性格は？
「ちょっと気が短いのですが、とても愛嬌があります。い
つもニコニコ、誰にでもバイバイと手を振る子です」
お父さんとお母さんから陽奈ちゃんへひとこと
「太陽の日差しをたっぷり浴びた健康な子に育ってね。い
つも笑顔を見せてくれれば、それでいいです」

八
塩
い
こ
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

▲新しいコースのオープンを祝って行われたテープカット

「
八
塩
い
こ
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

に
新
設
さ
れ
た
「
き
ざ
く
ら
コ
ー
ス
」
と

「
や
ま
ぶ
き
コ
ー
ス
」
の
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
が
六
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
、
阿
部
幸

悦
町
長
や
佐
々
木
栄
一
秋
田
県
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
連
合
会
会
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
始
球

式
を
行
い
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
阿
部
町
長
が
「
関
係
者

の
協
力
で
す
ば
ら
し
い
コ
ー
ス
が
完
成
し

た
。
今
後
も
こ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
広
く

ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

始
球
式
が
終
わ
る
と
、
訪
れ
た
プ
レ
ー
ヤ

ー
が
早
速
新
し
い
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
て
い
ま

し
た
。

第
九
回
由
利
郡
学
童
野
球
大
会
が
六
月
十

二
日
、
十
三
日
、
十
九
日
の
三
日
間
、
東
由
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社会保険事務所等の職員を装って「年
金増額のために手数料が必要」などと自
宅を訪問したり、電話や文書を送ったり
する不審行為、また、電話で家族の個人
情報を収集するなどの不審行為が発生し
ています。
社会保険庁、社会保険事務所では、指
定口座への現金振り込み依頼や社会保険
手続きの手数料と称した現金徴収、電話
による個人情報の聞き出しは行っていま
せん。
不審に思われる訪問者や電話などによ
る照会があった際には、相手の所属、氏
名、連絡先等を確認のうえ、役場町民福
祉課（国民年金担当）、または社会保険
事務所までお問い合せください。

問い合わせ　町民福祉課保健係　�69－2117

年金だより

不審な訪問者や
電話、通知など
にご注意！

風通しが良い昔ながらの日本家屋に比べ、現代建築
の住まいは気密性が高まり冷暖房も完備され、私たち
にとってより快適になりました。しかし、その住環境
がダニの生息や繁殖の最適な条件となり、ここ30年で
約３倍に増加したといわれています。ダニを退治する
には、高温多湿の環境を避け、ダニの餌（ほこり、カ
ビ、食べかす等）を排除するほか、次のことを心がけ
ましょう。
１．十分な換気と、こまめな掃除を。
２．寝具や押し入れの布団は天日に干す。
３．室内で犬や猫等のペットを飼わない。
４．床は絨毯や畳よりフローリングに。
５．ソファーは布製以外のものを。
６．除湿の工夫や空気清浄機も有効。
７．本格的な暑さの前に、くん煙剤、殺虫剤、防虫剤
などで早めの対処を。

ダニ退治７つのポイント

児童扶養手当とは、児童の福祉の増進を図るため、父母の離婚などにより父と生計
を同じくしていない児童、または父が障害者である場合の児童に対して、その家庭
の生活の安定と自立に役立つよう支給される手当です。

□手当を受けることができる人
手当は、次の①～⑧のいずれかに該当する18

歳に達する日以後の最初の３月31日までの間に
ある人（政令で定める程度の障害の状態にある
人は20歳未満まで）を監護している母や、母に
かわってその児童を扶養している人に支給され
ます。
ただし、老齢福祉年金以外の国民年金、恩給、
厚生年金などの公的年金を受け取ることができ
る人には、手当は支給されません。また、対象
となる児童および手当を受けようとする人は、
日本に住所がなければ手当は支給されません。
【対象となる児童】
①父母が離婚した後、父と生計を同じくしてい
ない児童
②父が死亡した児童
③父が重度の障害（国民年金の障害等１級程度）
にある児童

④父の生死が明らかでない児童
⑤父が引き続き１年以上遺棄している児童
⑥父が法令により引き続き１年以上拘禁されて
いる児童
⑦母が婚姻によらないで懐胎した児童
⑧その他（母が児童を懐胎したときの事情が不
明である児童等）
ただし、里子や児童福祉施設等に入所している
児童は対象になりません。

□手当月額

お問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118

区　　分�

全 部 支 給 �

一 部 支 給 �

平成16年４月分～�

月額　41,880円�

月額　41,870円～9,880円�

※ 上記は対象児童が１人の場合の手当額です。

ご存じですか児童扶養手当ご存じですか児童扶養手当
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

3,194～3,700

2,900～3,116

―

―

16～22cm、24～34は量販工場の手当てが入っ
て、ほとんど落札されたものの価格は横バイ。

（
平
成
十
六
年
六
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

六
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
27

14

41

平均体重
300kg

278kg

292kg

平均価格
476,078円
394,875円
448,350円

kg当単価
1,508円
1,352円
1,449円

去　勢
雌

金　額
586,950円
548,100円

父
平茂勝
平茂勝

母の父
美津福
菊　谷

母の祖父
糸　光
恒　徳

森
林
浴
の
快
適
性
増
進
効
果
に
つ

い
て
は
五
月
号
で
紹
介
し
た
と
お
り

で
す
が
、
森
林
の
持
つ
癒
し
効
果
を

生
か
し
、
健
康
増
進
や
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
役
立
て
る
「
森
林
療
法

（
森
林
セ
ラ
ピ
ー
）」
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

林
野
庁
は
、
三
月
に
快
適
性
増
進

効
果
や
療
法
効
果
に
つ
い
て
医
学
的

に
解
明
す
る
た
め
、
産
学
官
連
携
に

よ
る
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
研
究
会
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

そ
の
研
究
内
容
は
、
①
森
林
浴
が

も
た
ら
す
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
の
変

化
、
脳
活
動
の
変
化
な
ど
生
理
的
反

応
の
解
明
②
音
、
風
景
、
香
り
な
ど

の
森
林
環
境
要
素
が
人
の
五
感
に
与

え
る
影
響
を
野
外
・
室
内
で
実
証
す

る
③
効
果
的
な
森
林
療
法
メ
ニ
ュ

ー
、
森
林
療
法
を
可
能
に
す
る
最
適

森
林
環
境
の
態
様
を
明
ら
か
に
す

る
、
な
ど
で
す
。
十
六
年
度
か
ら
十

八
年
度
に
か
け
て
研
究
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
の

協
力
を
得
な
が
ら
健
康
増
進
に
向
け

た
森
林
の
活
用
、
森
林
療
法
に
関
す

る
医
学
的
な
課
題
の
解
明
、
国
民
へ

の
普
及
を
図
り
た
い
と
し
て
い
ま

す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
　
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

森
林
セ
ラ
ピ
ー

おとなり情報
～本荘由利の催物などを紹介します～

�と　き…7月18日(日)～8月22日(日)
9：00～16：20

本荘市商工観光課　�２４－６３２３

本荘市から

本荘マリーナ海水浴場開設

�と　き…7月18日(日) 10：00
�ところ…アクアパル、友水公園
�内　容…水辺健康マラソン、魚のつか

みどり、フリーマーケット、
各市町物産コーナーほか

アクアパル　�２２－５６１１

第９回子吉川フェア

�と　き…7月9日(金)～7月10日(土)
◇９日　18：30～21：35
◇10日　９：30～12：45

�ところ…亀田町内
�内　容…真田陣太鼓、亀田大神楽、ヤ

ートセ、天鷺太鼓、花火ほか
岩城町振興課　�７３－２０１４

岩城町から

旧藩祭り

�と　き…7月31日(土) 19：30
�ところ…道川海水浴場
岩城町観光協会　�７３－２０１４

第20回日本海洋上花火大会

�と　き…8月7日(土） 10：00
�ところ…ゆり高原ふれあい農場（東由

利原）
�内　容…由利牛バーベキュー（自費負

担）、まきば号による牧場内
遊覧、人間バーベキュー（耐
久レース）

由利町農林課　�５３－２１１１

由利町から

牧場（ぼくじょう）まつり
�と　き…7月30日(金) 18：30開場
�ところ…西目町民センター「シーガル」
�内　容…演題「現代社会の食生活と健

康」講師　服部幸應氏（服部
栄養専門学校理事長）

�入場料…前売券800円（全席自由）
西目町民センター「シーガル」

�３３－２３１５

西目町から

第24回西目町文化講演会「現代社会の食生活と健康」

�と　き…7月18日(日) 9：00、10：20
�ところ…西目海岸（海士剥町）
�参加費…お一人1,000円（うち800円を

利用券発行で還元）
道の駅にしめ　�３３－４２６０

地引網体験

�と　き…7月25日(日) 10：00、13：00
�ところ…道の駅にしめイベント広場
�内　容…放水・はしご車搭乗体験、カ

ブト虫プレゼント、記念写真
撮影

道の駅にしめ　�３３－４２６０

ちびっこ消防体験

�と　き…7月9日(金）
象潟15：00、小砂川14：00

象潟町観光協会　�４３－６６０８

象潟町から

象潟海水浴場・小砂川海水浴場海開き

�と　き…7月31日(土） 18：00
�ところ…しおかぜ公園芝生広場
�内　容…出演：Belle Vientos、千葉美

子、高橋キヌ子社中、平沢・
院内･小出小学校太鼓クラブ、
仁賀保太鼓伝承会ほか

仁賀保町教育課　�３７－３１２１

仁賀保町から

第15回日本海に響け! 太鼓の祭典

�と　き…7月10日(土)～8月29日(日)
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…木製のカラクリおもちゃ36点

が勢ぞろい。大人も楽しめます。
�入場料…大人500円、子ども300円
フェライト子ども科学館 �３２－３１５０

夏休み特別展「木のカラクリおもちゃ科学展」

�と　き…7月4日(日) 15：00
�ところ…大内町農村環境改善センター
�入場料…1,000円
大内CHOT楽しむ会　�６５－２７００

大内町から

オカリナ in 大内

�と　き…宵宮7月23日(金) 13：00
例祭7月24日(土) ８：30

�ところ…折渡千体地蔵尊
大内町産業課　�６５－２２１６

折渡地蔵尊例祭

�と　き…7月25日(日) 13：00
�ところ…金崎橋上流
�内　容…花火、出店、演芸会、灯篭流

し、アマチュアバンドステー
ジほか

大内町産業課　�６５－２２１６

第17回山と川ふるさと2004「芋川まつり」

�と　き…8月1日(日) 11：00開演
�ところ…大内町農村環境改善センター
�出演料…１組1,000円
�申　込…7月10日締め切り（下記お問

い合せまで）
県民謡協会事務局（小野敏実都）
�０１８－８２３－９１１７

第2回秋田県民謡・民舞青少年チャンピオン大会



平
成
十
六
年
六
月
二
十
七
日
、

町
民
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
第
十
一
回

東
由
利
町
ス
ポ
ー
ツ
祭
「
ト
ラ
ッ

ク
＆
フ
ィ
ー
ル
ド
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
た
く
さ
ん
の
町
民
が
参

加
し
、自
治
会
対
抗
種
目
を
は
じ
め
、

幼
児
向
け
の
「
よ
い
こ
の
じ
か
ん
で

す
よ
！
」、
高
齢
者
向
け
の
「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
」
な
ど
老
若

男
女
一
堂
に
会
し
、
様
々
な
競
技
に

選
手
と
し
て
、
応
援
団
と
し
て
全
力

で
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

総
合
優
勝
は
大
接
戦
の
末
、
各

種
目
に
安
定
し
た
力
を
発
揮
し
た
、

大
琴
自
治
会
が
二
連
覇
を
達
成
し
て

い
ま
す
。

当
日
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
総
合
の
部

・
優
勝
　
　
大
琴
　
　
六
十
五
点

・
準
優
勝
　
石
高
　
　
五
十
九
点

・
三
位
　
　
高
下
屋
　
五
十
四
点

・
四
位
　
　
岩
舘
　
　
五
十
二
点

・
五
位
　
　
横
渡
　
　
四
十
九
点

・
六
位
　
　
時
雨
山
　
四
十
八
点

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
レ
ー
ス

・
一
位
　
　
時
雨
山

・
二
位
　
　
下
通

・
三
位
　
　
大
琴

●
ワ
ー
ル
ド
リ
レ
ー

・
一
位
　
　
石
高

・
二
位
　
　
蔵

・
三
位
　
　
岩
舘

●
ニ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

・
一
位
　
　
高
下
屋

・
二
位
　
　
新
処

・
三
位
　
　
袖
山

●
自
治
会
対
抗
リ
レ
ー

・
一
位
　
　
横
渡

・
二
位
　
　
宇
戸
坂

・
三
位
　
　
岩
舘

世
界
に
ひ
と
つ
の
作
品
づ
く
り

〜
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル

五
月
二
十
九
日
、
大
琴
生
涯
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー
で
陶
芸
教
室
が
行

わ
れ
、
サ
ー
ク
ル
会
員
八
十
名
が
参

加
し
、
世
界
に
ひ
と
つ
の
作
品
を
つ

く
り
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
秋
祭
り
に
出
品

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
六
月
十
九
日
に
は
ア
ル

キ
メ
デ
ス
の
原
理
や
フ
レ
ミ
ン
グ
の

法
則
を
利
用
し
た
理
科
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
潟
村
の
歴
史
を
学
ぶ

〜
こ
と
ぶ
き
大
学

六
月
十
六
日
、
移
動
研
修
が
行

わ
れ
、
こ
と
ぶ
き
大
学
生
八
十
名
が

参
加
し
、大
潟
村
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
海
抜
〇
メ
ー
ト
ル

の
山
「
大
潟
富
士
」
や
広
大
な
田
圃

な
ど
村
内
の
見
学
や
、
大
潟
村
干
拓

博
物
館
で
、
八
郎
潟
を
干
拓
し
た
記

録
、
大
潟
村
の
歴
史
な
ど
を
、
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明
で
研
修
を
受

け
ま
し
た
。

■
横
荘
線
メ
モ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す

廃
線
三
十
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

た
横
荘
線
メ
モ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も

四
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も
雄
物

川
町
と
共
催
で
行
い
ま
す
。

●
日
　
時
　
平
成
十
六
年
七
月
十
九
日

�
祝
日
　

●
コ
ー
ス
　
旧
横
荘
線
メ
モ
リ
ー
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
・
約
十
二
㎞

東
由
利
町
役
場
〜
二
井
山「
拓
魂
碑
」

前
広
場

●
日
　
程
　
受
付
　
東
由
利
町
役
場

午
前
七
時
三
十
分
〜

●
参
加
料
　
千
円

●
申
込
期
限
　
七
月
十
三
日
（
火
）

教
育
委
員
会
内
「
横
荘
線
メ
モ
リ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
務
局
」

電
　
話
六
九
―
二
三
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
六
九
―
二
〇
三
九

■
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー

プ
ン
コ
ン
ペ
を
行
い
ま
す

新
た
に
十
八
ホ
ー
ル
を
増
設
し
た
八

塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
だ
れ
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
大
会
で
す
。

●
期
　
日
　
平
成
十
六
年
七
月
二
十
日
�

●
時
　
間
　
受
付
午
前
八
時
四
十
五
分
〜

閉
会
式
午
後
一
時
三
十
分

●
会
　
場
　
東
由
利
町
八
塩
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

●
参
加
料
　
コ
ン
ペ
参
加
費
　
五
百
円

（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
利
用
料
は
別
途
）

●
申
込
み
　
大
会
前
日
ま
で
町
教
育
委

員
会
（
電
話
六
九
―
二
三
一
〇
）
か

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
（
電
話
六
九
―
二

三
三
二
）
ま
で
。
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▲「入るかな～」～ニュークリーンアップ作戦 ▲孫と一緒に選手宣誓

▲二年連続総合優勝の大琴自治会

▲楽しみながら
作品づくり

▲「大潟富士」の
登山を楽しむ
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わ
く
わ
く
し
た
ね

リ
ズ
ム
遊
び
！

〜
第
二
回
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

に
よ
る
き
ざ
く
ら
広
場

六
月
二
十
二
日
、
子
育
て
サ
ポ

ー
タ
ー
に
よ
る
第
二
回
き
ざ
く
ら
広

場
が
開
催
さ
れ
、
町
内
幼
児
と
保
護

者
、
保
育
園
年
少
児
な
ど
十
余
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
音
楽
で
す
。

い
わ
て
音
楽
療
法
の
会
、
日
沼
郁
子

さ
ん
に
よ
る
リ
ズ
ム
遊
び
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
遊
び
は
鍵
盤
楽
器

を
中
心
に
様
々
な
打
楽
器
を
使
い
、

歌
い
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
情
操
を

刺
激
し
て
い
く
も
の
。約
四
十
分
間
、

子
ど
も
た
ち
は
音
楽
遊
び
に
興
じ
て

い
ま
し
た
。

リ
ズ
ム
遊
び
は
音
楽
療
法
の
一

つ
で
す
。
音
楽
療
法
は
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
心
理
的
身
体
的
障
害
を
持

つ
人
や
、
高
齢
者
な
ど
を
癒
す
方
法

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
私
た
ち
と
一
緒
に

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

〜
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
習
会
の
お
知
ら
せ

□
開
催
場
所
及
び
日
時

・
西
目
町
町
民
セ
ン
タ
ー

・
八
月
二
十
四
日
〜
九
月
二
十
九
日

ま
で
毎
週
火
曜
日
（
六
日
間
）
十
時

か
ら
三
時
ま
で
。
そ
の
他
保
育
実
習

が
二
時
間
有
り
。

※
秋
田
市
、
能
代
市
、
増
田
町
で
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
秋
田
市
会
場
は

高
校
生
も
参
加
で
き
ま
す
。

□
講
習
内
容

・
定
員
　
三
十
人

・
時
間
　
二
十
七
時
間

・
内
容
　
①
身
体
の
発
達
と
病
気

②
子
ど
も
の
世
話
③
保
育
実
習
な
ど

□
対
象
者

・
子
育
て
支
援
を
行
な
い
た
い
と
考

え
て
い
る
方
で
、
全
日
程
参
加
で
き

る
方
。
男
女
問
い
ま
せ
ん
。

□
受
講
料

・
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
二
千
円

□
申
込
期
限

・
七
月
三
十
日
�

□
申
込
み

・
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
会
場
名
を
み
ら
い
子
育
て
ネ

ッ
ト
あ
き
た
（
�
〇
一
八
―
八
六

〇
―
一
三
四
三
）
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

▲みんな輪になりリズム遊び

伊
良
部
総
合
病
院
神
経
科
を
訪
れ
る
心
身

症
（
心
理
的
な
影
響
に
よ
り
体
に
症
状
が
現

れ
る
病
気
）
や
、
精
神
疾
患
患
者
と
、
そ
れ

を
扱
う
精
神
科
医
・
伊
良
部
一
郎
の
連
作
短

編
集
。

人
間
不
信
で
飛
べ
な
く
な
っ
た
空
中
ブ
ラ

ン
コ
乗
り
、
尖
端

せ
ん
た
ん

恐
怖
症
の
ヤ
ク
ザ
、
ノ
ー

コ
ン
に
陥
っ
た
プ
ロ
野
球
選
手
、
強
迫
症

（
打
ち
消
し
て
も
打
ち
消
し
て
も
不
安
な
考

え
が
浮
か
ん
で
く
る
症
状
）
の
女
流
作
家
…

と
、
患
者
の
症
状
は
様
々
だ
。
し
か
し
、
彼

ら
に
対
す
る
伊
良
部
の
医
者
ら
し
い
対
応
は

注
射
の
み
。（
し
か
も
そ
れ
は
た
だ
の
ビ
タ

ミ
ン
注
射
。
自
分
が
注
射
フ
ェ
チ
で
、
皮
膚

に
針
が
刺
さ
っ
て
い
る
様
を
見
た
い
か
ら
と

い
う
、
た
だ
そ
れ
だ
け
。）
あ
と
は
患
者
の

職
業
に
首
を
つ
っ
こ
み
、
彼
達
の
日
常
を
掻

き
乱
す
。
例
え
ば
、
空
中
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ

て
み
た
い
と
、
言
っ
た
側
か
ら
い
き
な
り
飛

ぶ
。
ボ
ク
も
作
家
に
な
り
た
い
と
、
思
い
つ

き
で
書
い
た
作
文
を
出
版
社
に
無
理
矢
理
読

ま
せ
る
。
深
刻
な
悩
み
を
抱
え
て
訪
れ
た
は

ず
の
患
者
達
は
、
伊
良
部
の
暴
走
を
止
め
き

れ
ず
に
巻
き
込
ま
れ
、
自
分
の
心
配
ど
こ
ろ

で
は
な
く
な
る
程
疲ひ

弊へ
い

す
る
。
し
か
し
結
果

と
し
て
全
員
確
か
に
治
る
の
だ
か
ら
、
彼
は

名
医
な
の
か
？

前
作
「
イ
ン
・
ザ
・
プ
ー
ル
」
を
、
今
年

一
番
の
ワ
ハ
ハ
本
と
評
し
た
の
が
二
年
前
。

〈
ト
ン
デ
モ
精
神
科
医
〉
と
１
作
目
の
帯
に

も
あ
っ
た
が
、
帯
に
偽
り
な
し
と
感
じ
た
当

時
と
同
様
、
今
回
も
抜
群
に
う
ま
い
。

人
の
苦
し
み
を
読
ん
で
い
る
は
ず
な
の

に
、
読
後
自
分
の
内
面
も
、
爽
快
な
気
分
に

な
っ
て
い
る
事
に
気
づ
く
。
最
近
書
店
に
、

雨
後
の
筍
の
如
く
並
ん
で
い
る
い
わ
ゆ
る

「
癒
し
系
」
の
本
を
百
冊
読
む
よ
り
、
こ
の

一
冊
の
ほ
う
が
必
ず
効
く
。
個
人
的
に
は
、

今
年
の
上
半
期
新
刊
ベ
ス
ト
１
。
最
近
笑
っ

て
い
な
い
人
、
生
き
て
い
く
の
が
辛
い
人
必

読
。（
ひ
）

29回�「空中ブランコ」
奥田英朗・文藝春秋　

▼
パ
ラ
レ
ル
／
今
野
　
敏

▼
公
認
「
地
震
予
知
」
を
疑
う
／
島
村
英
紀

▼
求
む
、
有
能
で
な
い
人
／
Ｇ
・
Ｋ
・
チ
ェ
ス
タ

ト
ン

▼
金
門
島
流
離
譚
／
船
戸
　
与
一

▼
馬
鹿
で
間
抜
け
な
発
明
品
た
ち
／
テ
ッ
ド
・
ブ

ァ
ン
ク
リ
ー
グ

▼
な
ぜ
安
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
ポ
ル
シ
ェ
に
乗
る

の
か
／
辰
巳
渚

▼
も
っ
と
、
わ
た
し
を
／
平
安
寿
子

▼
空
中
ブ
ラ
ン
コ
／
奥
田
英
朗

▼
た
め
ら
い
も
イ
エ
ス
／
山
崎
マ
キ
コ

▼
う
た
は
め
ぐ
る
／
高
橋
順
子

▼
へ
の
へ
の
夢
二
／
久
世
光
彦

▼
あ
の
橋
の
向
こ
う
に
／
戸
梶
圭
太

▼
お
と
な
の
自
由
研
究
／
デ
イ
リ
ー
ポ
ー
タ
ル
Ｚ

編
集
部

▼
不
美
人
論
／
藤
野
美
奈
子
・
西
研

▼
生
き
の
び
る
横
浜
異
人
町
事
件
帖
／
白
石
一
郎

▼
富
士
山
／
田
口
ラ
ン
デ
ィ

▼
パ
ン
ク
侍
、
斬
ら
れ
て
候
／
町
田
康

▼
黄
金
の
百
合
の
骨
／
恩
田
陸

▼
そ
し
て
、
警
官
は
奔
る
／
日
明
恩

▼
ジ
ャ
ー
ジ
の
二
人
／
長
島
有

▼
ア
イ
・
ア
ム
・
ア
・
ウ
ー
マ
ン
／
谷
村
志
穂

▼
銀
行
籠
城
／
新
堂
冬
樹

▼
ボ
ク
っ
て
邪
魔
な
の
？
／
吉
永
み
ち
子

▼
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
埋
葬
／
小
川
洋
子

▼
お
縫
い
子
テ
ル
ミ
ー
／
栗
田
有
起

▼
夫
と
い
う
も
の
／
渡
辺
淳
一

▼
森
の
な
か
の
マ
マ
／
井
上
荒
野

▼
琥
珀
捕
り
／
キ
ア
ラ
ン
・
カ
ー
ソ
ン

▼
写
真
集
　
あ
き
た
空
紀
行
／
佐
藤
暢
男

▼
別
冊
付
録
空
か
ら
見
た
20
年
前
の
秋
田
／
秋
田

魁
新
報
社

▼
神
も
仏
も
あ
り
ま
せ
ぬ
／
佐
野
洋
子

▼
ト
ゥ
ル
ー
・
ス
ト
ー
リ
ズ
／
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー

▼
柳
生
十
兵
衛
七
番
勝
負
／
津
本
陽

▼
「
奇
跡
」
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
／
小
山
裕
史

▼
本
荘
・
由
利
の
こ
と
ば
っ
こ
／
本
荘
市
教
育
委

員
会

▼
走
っ
て
、
負
け
て
、
愛
さ
れ
て
。
ハ
ル
ウ
ラ
ラ

物
語
／
重
松
清

▼
司
馬
遼
太
郎
と
三
つ
の
戦
争
　
戊
辰
、
日
露
、

太
平
洋
／
青
木
彰

▼
ヌ
ル
イ
コ
イ
／
井
上
荒
野

▼
シ
ン
セ
ミ
ア
上
・
下
／
阿
部
和
重

▼
傑
作
捕
物
ワ
ー
ル
ド
１
巻
〜
10
巻
／
縄
田
一
男

▼
水
底
の
森
／
柴
田
よ
し
き

▼
ア
ッ
シ
ュ
ベ
イ
ビ
ー
／
金
原
ひ
と
み

▼
雨
の
日
の
イ
ル
カ
た
ち
は
／
片
山
恭
一

▼
や
っ
て
み
よ
う
天
気
予
報
／
角
屋
恭
一

▼
も
の
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
３
・
４
年
生
／
角
屋

恭
一

▼
も
の
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
５
・
６
年
生
／
角
屋

恭
一

▼
補
堕
落
　
観
音
信
仰
へ
の
旅
／
川
村
湊

▼
死
の
あ
り
か
／
芹
沢
俊
介

▼
小
学
校
中
退
、
大
学
卒
業
／
花
柳
玄
舟

▼
ひ
と
は
情
熱
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い

／
浅
田
次
郎

▼
日
本
ノ
霊
異
ナ
話
／
伊
東
比
呂
美

▼
贋
作
遊
戯
／
赤
城
毅

▼
ト
リ
ア
ン
グ
ル
／
俵
万
智

▼
ほ
っ
と
す
る
禅
語
、
70
／
渡
會
正
純

▼
続
、
ほ
っ
と
す
る
禅
語
、
70
／
野
田
大
燈

※
太
字
で
表
示
さ
れ
て
い
る
の
が
大
活
字
本
で
す
。

本
の
字
が
小
さ
い
た
め
に
、
読
書
の
楽
し
み
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
方
々
の
た
め
に

で
き
あ
が
っ
た
の
が
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

7月�7月�

今
月
も
公
民
館
図
書
室
で
は
、
大

き
な
活
字
で
読
み
や
す
い
大
活
字
本
を
は
じ
め
、
た

く
さ
ん
の
新
刊
本
を
入
荷
し
ま
し
た
。

貸
出
し
期
日
を
守
っ
て
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

その7
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

急
降
下
急
上
昇
の
夏
つ
ば
め
　
　
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

百
彩
に
溢
れ
る
み
ど
り
少
女
の
像
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

朴
の
葉
の
風
に
大
き
く
裏
返
る
　
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

鮮
や
か
に
芍
薬
咲
い
て
癒
さ
れ
る
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

着
古
し
の
背
広
き
つ
め
や
更
衣
　
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

山
を
恋
ふ
夢
の
続
き
や
夏
わ
ら
び
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

田
植
機
の
泥
を
落
と
し
て
肩
軽
し
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

若
葉
風
衿
に
や
さ
し
く
婚
の
席
　
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

わ
き
あ
が
る
蛙
の
声
や
水
田
の
夜
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

絶
や
す
ま
じ
母
の
遺
せ
し
菊
芽
挿
す
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

あ
じ
さ
い
の
雨
を
装
い
て
傾
ぶ
き
ぬ
　
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

飛
ん
で
ゆ
く
た
ん
ぽ
ぽ
の
絮
し
ば
し
見
る
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

緋
牡
丹
に
や
わ
き
風
あ
り
昼
さ
が
り
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

夕
焼
け
て
明
日
の
為
の
鎌
を
研
ぐ
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

田
沢
湖
の
七
十
路
の
影
や
梅
雨
晴
間
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

此
の
世
か
ら
引
越
と
い
ふ
昼
寝
ざ
め
　
　
　
上
　
通
　
小
　
松
　
メ
　
サ

干
草
の
温
み
あ
る
ま
ま
抱
き
に
け
り
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

雷
の
お
礼

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
山
の
麓
の
村

に
医
術
の
心
得
の
あ
る
一
人
の
爺じ

さ
ま

が
い
ま
し
た
。
爺
さ
ま
は
村
人
の
体
の

具
合
が
悪
い
と
お
灸
を
す
え
、
治
し
て

あ
げ
る
の
で
し
た
。

あ
る
夏
の
昼
下
が
り
の
こ
と
で
す
。

空
が
急
に
暗
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、

突
然
に
わ
か
雨
が
降
り
出
し
、「
ピ
カ

ピ
カ
ッ
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
」
と
雷
が
鳴
り
、

ド
シ
ー
ン
と
近
く
に
落
ち
た
よ
う
で

す
。
爺
さ
ま
は
雨
戸
を
閉
め
な
が
ら

「
や
れ
や
れ
、
こ
の
村
の
辺
り
は
ど
う

や
ら
雷
の
通
り
道
な
の
か
。
夏
に
な
る

と
毎
日
の
よ
う
に
雷
雨
だ
…
」
と
つ
ぶ

や
い
て
い
る
の
で
し
た
。

夕
方
に
な
っ
て
雨
が
止や

み
、
空
も
晴

れ
上
が
っ
た
の
で
雨
戸
を
開
け
て
み
る

と
、
夕
焼
け
の
光
で
庭
の
緑
も
輝
い
て

い
ま
す
。
す
る
と
、
し
ば
ら
く
雨
上
が

り
の
庭
を
見
て
い
た
爺
さ
ま
の
耳
に
、

庭
石
の
陰
の
方
か
ら
「
う
ー
ん
、
う
ー

ん
」
と
う
な
る
よ
う
な
声
が
聞
こ
え
ま

す
。
急
い
で
行
っ
て
み
る
と
、
一
人
の

見
知
ら
ぬ
男
が
庭
石
に
寄
り
か
か
っ
て

苦
し
ん
で
い
る
様
子
で
す
。
爺
さ
ま
が

「
ど
う
な
さ
っ
た
」
と
た
ず
ね
る
と
、

男
は
腰
を
さ
す
り
な
が
ら
「
ど
う
や
ら

腰
を
痛
め
た
ら
し
い
。
お
灸
を
す
え
て

い
た
だ
き
た
い
が
…
」
と
願
う
の
で
し

た
。
爺
さ
ま
は
さ
っ
そ
く
男
を
台
所
に

入
れ
ま
し
た
。「
お
灸
を
す
え
て
も
い

い
が
、
い
っ
た
い
ど
こ
の
ど
な
た
か
の
。

正
直
に
話
を
し
て
く
れ
ま
い
か
…
」
と

い
ぶ
か
る
爺
さ
ま
で
す
。
す
る
と
男
は

み
る
み
る
う
ち
に
頭
に
角
が
生
え
、
赤

い
顔
の
雷
に
変
わ
っ
た
の
で
し
た
。

「
ご
ら
ん
の
と
お
り
私
は
雷
で
す
。

ド
シ
ー
ン
と
木
に
落
ち
た
拍
子
に
庭
石

に
腰
を
打
っ
て
し
ま
い
、
も
う
痛
く
て

痛
く
て
…
」
爺
さ
ま
は
「
正
直
に
話
し

て
く
れ
た
。
雷
に
は
効き

く
か
わ
か
ら
な

い
が
、
お
灸
を
す
え
て
み
よ
う
」
と
も

ぐ
さ
を
多
め
に
し
人
間
と
同
じ
よ
う
に

お
灸
を
す
え
ま
し
た
。

も
ぐ
さ

．
．
．

が
多
め
の
せ
い
か
、
す
っ
か

り
元
気
に
な
っ
た
雷
は
「
お
か
げ
さ
ま

で
空
に
戻
る
こ
と
が
で
き
て
助
か
り
ま

し
た
。
お
礼
に
、
こ
の
村
の
上
で
雷
が

鳴
り
始
め
た
ら
長
い
棒
の
先
に
鎌
を
結

わ
え
、
そ
の
下
に
お
椀
を
ひ
も
で
下
げ

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
決
し
て
雷
が
落

ち
る
こ
と
は
な
い
か
ら
」
と
爺
さ
ま
に

お
礼
を
言
う
と
、
雷
は
嬉
し
そ
う
に
両

手
を
上
げ
空
へ
戻
っ
て
行
き
ま
し
た
。

爺
さ
ま
は
雷
の
妙
な
お
ま
じ
な
い
を

考
え
た
末
に
、
よ
う
や
く
解
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
か
ま
わ
ん

．
．
．
．

、
通
り
抜

け
て
い
け
」
の
お
ま
じ
な
い
に
気
付
き
、

そ
の
村
の
家
々
の
前
に
は
夏
に
な
る
と

鎌
と
お
椀
の
つ
る
さ
れ
て
い
る
長
い
棒

が
立
っ
て
い
る
の
で
し
た
。

遠
藤
善
蔵
氏
（
小
倉
・
故
人
）

語
り
よ
り

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

八
五
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遠藤亜
あ

梨
り

紗
さ

ちゃん
新町（鋼大さん）

小野　龍成
りゅうせい

くん
寺田（賀奈子さん）

畑山　聖
ま

咲
さき

ちゃん
島（裕司さん）

伊東　和
かず

磨
ま

くん
蔵（和人さん）

佐々木颯
そう

馬
ま

くん
新町（定幸さん）

小野　寛
ひろ

史
ふみ

くん
大琴（良雄さん）

阿部　雪
ゆき

弥
や

くん
横渡（貴浩さん）

長谷山優
ゆう

慈
じ

くん
地下ノ沢（新一さん）

畠山　直
なお

樹
き

くん
地下沢（弘喜さん）

長谷山優
ゆう

太
た

くん
下通（春男さん）

佐々木那
な

由
ゆ

多
た

くん
新町（雅史さん）

小野あおいちゃん
寺田（一也さん）

渡辺　珠
じゅ

帆
ほ

ちゃん
新町（慎也さん）

木島　悠
ゆう

奈
な

ちゃん
横渡（卓也さん）

小野　快
かい

翔
と

くん
舘合新田（美幸さん）

佐々木　海
かい

くん
大琴（豊さん）

高橋　陽
よう

太
た

くん
須郷（栄樹さん）

畠山　颯
そう

野
や

くん
大吹川（好宏さん）

畠山　春
はる

花
か

ちゃん
茂沢（孝子さん）

むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

〜
２
歳
児

健
診
か
ら
〜

〜
３
歳
児

健
診
か
ら
〜

☆受付期間
7月20日�～8月20日�
☆試験日
第１次試験　9月19日�
☆試験会場
本荘由利広域交流センター
☆採用予定職種
一般行政職（上級・中級・
初級合わせて若干名）
◇申込書の請求・お問い合せ
申込書は、7月20日�から8

月20日�まで本荘市役所総務
部総務課、または七町の役場
総務課に請求してください。
郵送で請求する場合は、「職
員採用試験申込書請求」と朱
書きし、140円切手と宛先を
明記したものを同封してくだ
さい。
また、この試験に関するお

問い合せは、一市七町の各総
務課でお答えします。
◆本荘市役所総務部総務課
〒015－8501
本荘市出戸町字尾崎17
（�２４－６２１２）
◆東由利町役場総務課
〒015－0295
東由利町老方字橋脇112
（�６９－２１１０）

平成16年度

受 験 案 内
本荘由利一市七町
（由利本荘市）
職員採用試験

と　き　７月24日（土）
18：00スタート

ところ　東光苑
園児たちのかわいい踊りをお

楽しみください。皆さんのお越
しをお待ちしております。

東光苑・永慶保育園
合同夏祭り
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住民基本台帳�

男（人）�

女（人）�

計（人）�

世帯数（戸）�

５月末人口�前月比�

2,308�

2,475�

4,783�

1,368

－3�

－3�

－6�

－2

�

出生（人）�

死亡（人）�

転入（人）�

転出（人）�

５月異動人数�1月からの累計�

0�

11�

9�

4

7�

35�

34�

53

消防・交通�

火災出動（件）�

救急出動（件）�

交通事故（件）�

死亡（人）�

傷者（人）�

飲酒運転（件）�

酒気帯び（件）�

0�

18�

1�

1�

0�

0�

2

1�

68�

5�

1�

7�

1�

3

５　月�
発生数�

1月から�
の累計�

日
本
特
産
の
も
の
で
、
東
北
地
方
か
ら
関
西
地
方
の
山
野
に
自

生
す
る
多
年
草
で
す
。
香
り
も
独
特
で
す
。
茎
は
や
や
曲
が
っ
て

い
ま
す
が
、
花
の
咲
く
前
は
ほ
と
ん
ど
直
立
し
て
い
ま
す
。
そ
の

茎
先
に
径
20
�
前
後
の
花

を
多
数
、
や
や
下
向
き
に

つ
け
ま
す
。
花
は
６
枚
の

花
被
片
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に

赤
褐
色
の
多
数
の
斑
点
と

黄
色
の
帯
を
引
き
、
反
り

返
り
ま
す
。
花
後
、
長
楕

円
形
の
さ
く
果
を
つ
け
ま

す
。
地
下
の
鱗
茎
は
オ
ニ

ユ
リ
と
違
っ
て
苦
み
が
な

く
山
菜
と
し
て
珍
重
さ
れ

る
ほ
か
、
こ
れ
に
熱
湯
を

か
け
て
日
干
し
に
し
て
、

咳
や
発
熱
の
と
き
に
煎
じ

て
服
用
す
る
と
い
い
ま

す
。

1日�　結核・肺ガン・基本健診
（～16日、土・日除く）

2 日�　臨時議会
4 日�　第１回黄桜カップパーク

ゴルフ大会
10日�　わくわくサークル（ウォ

ーキング教室）
11日�　参議院議員選挙投票日
13日�　町議会議員選挙告示

機能訓練教室
15日�　青少年劇場

ことぶき大学
18日�　町議会議員選挙投票日
19日�　海の日

横荘線メモリーウォーキング
20日�　胃検診

（～29日、土・日除く）
21日�　乳児健診
23日�　臨時議会

少年自然教室（～24日）
献血

24日�　東光苑・永慶保育園合同
夏祭り

25日�　消防訓練大会
26日�　心のさわやか相談
28日�　機能訓練教室

東
由
利�

ヤ
マ
ユ
リ

（
ユ
リ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.233

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
橋
園
子
（
秋
田
市
）、
佐
々
木
精
公
さ
ん

（
大
阪
市
）、
大
日
向
孝
さ
ん
（
加
古
川
市
）、

佐
藤
進
さ
ん
（
鳩
ヶ
谷
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

佐
藤
智
治
郎
さ
ん
（
八
日
町
）、
小
野
武
さ
ん

（
須
郷
田
）、
遠
藤
賢
志
さ
ん
（
新
処
）、
石
橋

一
郎
さ
ん
（
板
戸
）、
佐
野
拓
和
さ
ん
（
新
町
）、

畑
山
松
幸
さ
ん
（
下
吹
）、
小
野
一
さ
ん
（
蔵

新
田
）、
小
野
次
郎
さ
ん
（
上
里
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

これが本当の「疲労」なのかもしれな
いと思うことが増えました。栄養ドリン
クの【効能】慢性疲労・肉体疲労・食欲
不振などの意味がとても良く理解できる
ようになったし、滋養強壮・栄養補給の
言葉が心強いと感じられます（実際はあ
まり飲みませんが）。
8月にやってくる24歳の誕生日を少し

でも若々しく迎えるため、7月は体力の
強化月間にしたいと思います。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

（
５
月
21
日

〜
　
６
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
５
月
21
日
〜

６
月
20
日
届
出
）

「６月７日に
深山でナラタケ
を採りました。
キノコといえば
秋に収穫するも
のですが、温度
や湿度の条件が
揃えば、この季
節でも出てくる
そうです。私も
春に収穫したの
は初めてです」

皆さんからの珍しい写真やおもしろい写
真をお待ちしています。

読者からの投稿
投稿者　地下ノ沢　池　部　正 晃さん

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

６／１
阿
　
部
　
瑞み

ず

輝き

ち
ゃ
ん〈
敏
　
行
〉
蔵
新
田

愛

６／７
高
　
橋
　
　
　
嵐ら

ん

く
　
ん〈
宏
　
幸
〉
久
　
保

ゆ
か
り

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

６／18
佐
　
野
　
健
　
一
さ
ん

）新
　
町

山
　
添
　
治
　
子
さ
ん

宮
城
県
富
谷
町

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

５／21
畠
山
竹
三
郎
さ
ん
（
91
）
ミ
　
ヱ
･
夫
・
寺
　
田

５／24
小
野
ス
エ
ノ
さ
ん
（
88
）
輝
　
子
･
母
・
上
　
里

５／25
佐
藤
　
　
文
さ
ん
（
79
）
銀
一
郎
･
妻
・
田
　
代

５／27
遠
藤
　
栄
男
さ
ん
（
50
）
順
　
子
･
夫
・
野
　
田

５／27
小
松
　
良
子
さ
ん
（
78
）
慶
　
治
･
妻
・
大
　
琴

５／31
小
野
　
洋
子
さ
ん
（
45
）

一
　
･
妻
・
蔵
新
田

６／６
鈴
木
藤
三
郎
さ
ん
（
85
）
五
　
郎
･
兄
・
袖
　
山

６／７
畑
山
　
子
エ
さ
ん
（
79
）
松
　
幸
･
母
・
下
　
吹

６／９

橋
　
三
藏
さ
ん
（
98
）
タ
ゞ
ヨ
･
夫
・
船
　
木

６／９
大
日
向
ト
メ
ヱ
さ
ん
（
94
）
忠
･
母
・
宮
ノ
前

６／18
小
松
　
テ
ル
さ
ん
（
78
）
和
　
男
･
母
・
智
者
鶴


